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対象・人数 申し込み・応募 問い合わせ内容内 講師講 費用・料金 持ち物 市役所 行徳支所日時 場所・会場

前
の
み
）、プ
ロ
グ
ラ
ム（
30
ミ
リ
×
60
ミ

リ
）、当
日
ア
ナ
ウ
ン
ス（
名
前
の
み
）で

広
告
し
ま
す
。※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

☎
３
３
４・１
１
０
７
文
化
振
興
担
当

奨
学
生
募
集（
高
校
生
対
象
）

①
４
月
に
高
校
・
高
専
に
在
学
ま

た
は
入
学
予
定
②
市
内
に
住
所
を

有
す
る
③
学
力
優
良
、品
行
方
正
で

成
業
の
見
込
み
が
あ
る
④
経
済
的

理
由
で
修
学
が
困
難
⑤
他
か
ら
の

奨
学
資
金
の
支
給
・
貸
し
付
け
を
受

け
て
い
な
い
⑥
在
学
の
学
校
長
の
推

薦
。以
上
６
項
目
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
人
。１
３
０
人

※
支
給
期
間
は
１
年
間

 

支
給
金
額 

国
公
立
は
月
額
９
，０
０
０

円
、私
立
は
月
額
１
５
，０
０
０
円

申
請
書
を
３
月
31
日（
木
）ま
で

に
就
学
支
援
課

☎
７
０
４・０
２
５
６
同
課

「
均
等
・
両
立
推
進
企
業
表
彰
」

候
補
企
業
の
公
募

厚
生
労
働
省
で
は
、「
職
場
に
お
け
る

女
性
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た

め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
」（
ポ
ジ

テ
ィ
ブ・ア
ク
シ
ョ
ン
）及
び「
仕
事
と

育
児・介
護
と
の
両
立
支
援
の
た
め

の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
、他
の
模
範

と
な
る
企
業
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

「
我
が
社
こ
そ
は
」と
思
わ
れ
る
企
業

の
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
３・２
２
１・２
３
０
７
千

葉
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
雇
用
推
進
担
当
室
）

10
時
～
午
後
３
時（
30
日
は
午
後
4

時
ま
で
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
第

２
集
会
室

講
座
終
了
後
、活
動
に
参
加
出

来
る
方
。福
祉
教
育
に
感
心
の
あ
る

方
。先
着
20
人

※
２
日
間
通
し
て
受
講
可
能
な
方
。

１
，０
０
０
円（
当
日
集
金
）

☎
３
２
０・４
０
０
２
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

 

相
　
談

　
　
　
　

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

３
月
26
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

※
当
日
直
接
会
場
へ

☎
０
４
３・２
２
５・４
５
６
７
千

葉
中
央
法
律
事
務
所

（
雇
用
推
進
担
当
室
）

 

募
　
集

中
山
薪
能
協
賛
広
告
者

５
回
目
を
迎
え
る「
中
山
薪
能
」へ

の
、協
賛
広
告
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
薪
能

９
月
10
日（
土
）午
後
６
時
30
分

法
華
経
寺
境
内（
中
山
２
の
10
の
１
）

◆
協
賛
広
告
者

１
口
３
万
円
※
事
前
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ（
名

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
熊
本
２
０
１
１

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
競
技

千
葉
県
代
表
選
手
選
考
の
た
め
、市

川
地
区
の
選
手
選
考
会
を
行
い
ま
す
。

４
月
12
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

２
，５
０
０
円　

千
葉
県
在
住
の
60
歳
以
上（
昭

和
27
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）の

方
、先
着
１
０
０
人

往
復
は
が
き
に
、住
所・氏
名・電

話
番
号
・
生
年
月
日
を
書
き
、健
康

麻
将
全
国
会
市
川
支
部（
〒
２
７
２・ 

０
０
３
４
市
川
１
の
４
の
10
ダ
イ
エ
ー

市
川
店
９
階
）

☎
０
９
０・６
０
１
５・７
９
４
７
安

井　
　
　
　
　

 

（
高
齢
者
支
援
課
）

季
節
を
感
じ
る
散
策
会

「
真
間
川
散
歩
」

３
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
11

時
30
分（
京
成
線
鬼
越
駅
改
札
前

集
合
、市
役
所
解
散
）

※
荒
天
中
止

☎
３
３
９・０
４
７
７
自
然
博
物
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

内
視
覚
障
害
者
支
援（
ガ
イ
ド
ヘ
ル

プ
）と
車
イ
ス
に
つ
い
て
の
講
義
と
実

技
３
月
29
日（
火
）・30
日（
水
）午
前

●
自
治（
町
）会
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

●
泥
土

の
回
収
に
つ
い
て
は
、清
掃
日
直
後
の
月

曜
日（
火
曜
日
の
場
合
は
、そ
の
週
）に

伺
い
ま
す
。　

●
不
定
期（
臨
時
）に
側

溝
清
掃
す
る
場
合
に
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。（
道
路
安
全
課
）

3・13 

日 

中
国
分（
全
）、国
分
１
、大
和
田
２・

４
、東
大
和
田（
全
）、大
町
、大
野

町（
全
）、稲
越
町
、北
方
町
４（
千

足
）、曽
谷
５・８（
第
６
）

3・14 

月 

真
間
４・５

3・15 

火 

須
和
田（
全
）、北
方
１

3・16 

水 

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）

3・17 

木 

若
宮
３（
下
町
）、市
川
南
１
～
４
、

市
川
２

3・18 

金 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第
１
か

ら
第
４
）

3・20 

日 

鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井（
全
）、

島
尻
、広
尾
１
、日
の
出
、南
行
徳

１・２

3・21 

月 

平
田（
全
）

3・22 

火 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の
一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

3・25 

金 

新
田
１・５

3・27 

日 

高
石
神
、宮
久
保
１（
大
境
）、河
原
、

下
新
宿
、本
塩
、欠
真
間（
全
）、本

行
徳
、妙
典（
全
）、塩
焼
、関
ヶ
島
、

伊
勢
宿
、末
広（
全
）、相
之
川（
全
）

3・28 

月 

東
菅
野
４
・５（
美
里
苑
）、福
栄

（
全
）、富
浜（
全
）、宮
久
保（
全
）

3・29 

火 

本
北
方
１

3・30 

水 

曽
谷
６・７（
第
５
）、下
貝
塚（
全
）

4・1 

金 

市
川
４（
根
本
）、北
方
２
、本
北
方
１

の一部（
北
方
中
央
）、若
宮
３（
上
町
）

4・3 

日 

本
北
方
２
、押
切
、湊
、湊
新
田

（
全
）、新
浜
１
、南
行
徳
３・４
、大

洲（
全
）、大
和
田
１・３・５
、田
尻
４・

５
の一
部
、原
木
４
、国
分
２・３（
根

古
屋
）、若
宮
１
、北
方
町
４（
東
南・

富
士
見
台
）、曽
谷
１
、奉
免
町（
ひ

め
み
や
）、柏
井
町
１（
第
１
、東
昌

台
）、柏
井
町
３（
第
３
団
地
）

4・4 

月 

国
府
台（
全
）

4・5 

火 

香
取（
全
）、行
徳
駅
前
３・４

4・7 

木 

八
幡
１
、南
八
幡
１（
八
幡
上・下
）、

本
北
方
３
、北
方
３
、若
宮
２

4・8 

金 

稲
荷
木（
全
）

4・10 

日 

高
谷
、二
俣（
全
）、中
国
分（
全
）、

国
分
１
、大
和
田
２・４
、東
大
和
田

（
全
）、大
町
、大
野
町（
全
）、稲
越

町
、北
方
町
４（
千
足
）、曽
谷
５・８

（
第
６
）

4・11 

月 

真
間
４・５

4・12 

火 

北
国
分（
全
）、中
山
３・４

4・13 

水 

中
山
１・２

4・15 

金 

須
和
田（
全
）、北
方
１

4・16 

土 

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）

4・17 

日 

鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井（
全
）、

島
尻
、広
尾
１
、日
の
出
、南
行
徳

１・２

4・18 

月 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第
１
か

ら
第
４
）、平
田（
全
）

4・21 

木 

若
宮
３（
下
町
）、市
川
南
１
～
４
、

市
川
２

4・22 

金 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の
一
部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

月・日 

曜
日　

    　

清 

掃 

地 

域

　

４
月
１
日（
金
）か
ら
、「
外
国

人
の
た
め
の
相
談
窓
口
」の
開

設
時
間
を
延
長
し
ま
す
。市
役

所
と
行
徳
支
所
で
、相
談
や
手

続
き
を
す
る
と
き
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。 （
国
際
交
流
担
当
）

　首都直下型大地震への対応や、津波、風水害に対する災害対策な
どについての基礎知識と対策などを学びます。また、ワークショップ（体
験学習）を通じて救命救急の実務や避難所の自主的運営について体
験的学習を行います。
※全15回出席した方に修了証を授与。修了証を授与された方のうち、
希望者を「市地域防災リーダー」に委嘱します。

4月7日～7月21日（全15回）毎週木曜日午後2時50分～4時20分
千葉商科大学1号館2階1212教室（国府台1-3-1）
先着100人

☎320-8667、FAX373-9958同大学地域連携・ネットワークセンター
オフィス。申し込みは専用の申し込み用紙で。
※詳しくは、千葉商科大学のホームページをご覧ください。

（危機管理担当）

1 ４月 7日 災害リスクマネジメント概論
2 ４月14日 進化する地震災害
3 ４月21日 首都直下型地震と、東海・東南海・南海地震とは
4 ４月28日 気象災害とその対応―(1) 
5 ５月12日 気象災害とその対応―(2) 
6 ５月19日 気象災害とその対応―(3) 
7 ５月26日 爆発・延焼事故火災とその対策
8 6月 2日 避難所の運営の具体策―(1)
9 6月 9日 避難所の運営の具体策―(2)
10 6月16日 BCP（事業継続計画）とBCM（事業継続マネジメント）
11 6月23日 火山災害とその対応
12 6月30日 テロの概要とその対策
13 ７月 7日 ワークショップ：体験学習1
14 ７月14日 ワークショップ：体験学習2
15 ７月21日 まとめ

災害リスクマネジメント論聴講生募集

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
午前10時～正午　午後1時～5時  （ただし水曜日は午後8時まで）

市役所1階
（市民課外国人

登録となり）
☎336-8030

英語
日本語
中国語

（第1・3週） 英語
日本語

英語  日本語
中国語（午後3時まで）

スペイン語
（第2・4週の午後3時から）

英語  日本語
スペイン語

（第1・3週）
英語

日本語
行徳支所1階

（正面玄関受付前）
☎336-8030

英語
日本語
中国語

（第2・4週）

英語  日本語
中国語（午後3時まで）

スペイン語
（第１・３週の午後3時から）

英語  日本語
スペイン語

（第2・4週）

　

市
で
は
、市
政
の
発
展
や
市
民
福
祉
の
向
上
な
ど
に
特
に
功
労
の

あ
っ
た
方
へ
市
政
功
労
賞
を
授
与
し
、顕
彰
し
て
い
ま
す
。２
月
25

日
、市
議
会
議
場
で
、秋
山
龍
男
氏
、福
井
茂
子
氏
に
、大
久
保
博

市
長
か
ら
市
政
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　　
　
（
秘
書
担
当
）

「
市
政
功
労
賞
に
秋
山
龍
男
氏
と

福
井
茂
子
氏
」

秋
山
龍
男
氏

福
井
茂
子
氏

医
師
と
し
て
、市
内
の
予
防
接
種
、各
種
検

診
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、特
に
、平
成
５
年
か
ら

市
川
エ
イ
ズ
等
Ｓ
Ｔ
Ｄ（
性
感
染
症
）対
策
推

進
協
議
会
の
委
員
に
就
任
し
、ま
た
同
協
議

会
の
講
演
会
な
ど
で
積
極
的
に
講
師
を
引

き
受
け
る
な
ど
、広
く
予
防
啓
発
活
動
に
尽

力
。ま
た
、学
校
医
と
し
て
39
年
間
に
わ
た

り
、子
ど
も
の
健
康
を
見
守
る
。平
成
22
年

日
本
医
師
会「
最
高
優
功
賞
」を
受
賞
。

昭
和
57
年
か
ら
28
年
間
、民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
、平
成
16
年
か
ら
市
川
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
副
会
長
に
、平
成

19
年
に
は
同
会
長
に
就
任
し
、本
市
の
社
会

福
祉
向
上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
。平
成
３

年
か
ら
市
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に

か
か
わ
り
、平
成
20
年
か
ら
副
会
長
を
務
め

ら
れ
た
。平
成
22
年「
藍
綬
褒
章
」を
受
章
。

「
外
国
人
相
談
窓
口
」

開
設
時
間
を
延
長

国 民 年 金
忘れていませんか、あなたの手続き

　国民年金は、日本国内に住所がある20歳以上60歳未
満の方すべてが加入する制度です。届け出を忘れると、
将来受け取る年金額が少なくなったり、受けられなくなる
場合があります。次のようなときには、忘れずに届け出をし
ましょう。
● ２０歳になったとき　厚生年金保険や共済組合に加

入していない方が、２０歳になったときは、国民年金被保
険者資格取得届

● 会社を退職したとき　６０歳になる前に会社などを退
職した時（厚生年金保険や共済組合の被保険者ではな
くなったとき）は、国民年金被保険者種別変更届

● 収入が増え、被扶養配偶者でなくなったとき　収入
が増え、会社員や公務員などの被扶養配偶者でなくなっ
たときは、国民年金被保険者種別変更届

● 配偶者が退職したとき　配偶者が退職し、会社員や
公務員などの被扶養配偶者でなくなったとき（配偶者が
６５歳に達して第２号被保険者でなくなったときを含む）
は、国民年金被保険者種別変更届

23年度の国民年金保険料は月額 １５，０２０円
　保険料は、日本年金機構からの納付書で全国の金融
機関やコンビニで支払う方法のほか、口座振替、インター
ネット・モバイル・テレフォンバンキングやＡＴＭを利用した
電子納付ができます。口座振替は金融機関または年金事
務所で申し込みが必要です。また、インターネット・モバイ
ル・テレフォンバンキングを利用した電子納付には、金融
機関との契約が必要となります。電子納付については、直
接金融機関にお問い合わせください。

☎709-0011市川年金事務所


